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１．論文の概要 

 カンボジアは 1970 年からの 20 年間に及ぶ戦争により、農業分野においても研究・開発・

普及システムが破壊され発展が遅れたが、治安が回復し国際社会にも復帰した現在、食料

安全保障、貧困解消、農村基盤の安定、経済発展のために、基幹作物であるイネの生産強

化が必要である。しかし、カンボジアのイネの収量は近隣のアジア諸国に比べて依然とし

て低い。カンボジアの稲作は、水環境の異なる多様な水田稲作生態系で行われているが、

それぞれの生態系内の水環境の変異、村レベルや農家圃場群レベルでの栽培実態、生産の

制約要因と改良の可能性を調べた研究は見られなかった。 

 そこで、本研究では、灌漑修復水田、深水水田、天水田という３つの稲作生態系ごとに、

農家の生活範囲、あるいは見渡せる程度の空間的な広がりの範囲内（＝景観レベル）での、

水環境の変異・不均一性を調査し、農家圃場の収量の低さの原因を、既存の栽培技術と新

規の技術の受容という観点から解析し、それぞれの稲作生態系における、持続可能な収量

改善方法を明らかにすることを目的とした。以下の７章で構成されている。 

 第１章は序論で、研究の背景、問題の所在、研究目的と仮説が述べられている。 

 第２章では、カンボジアの国レベルの米生産政策や、生産統計、水田分布について、既

存資料をもとにまとめられている。 

第３章は、内戦時に造成されたが十分には機能していなかった灌漑システムの修復地域

での２年４作期の事例研究である。灌漑水路に沿ってトランセクトを設定し、雨季の水環

境は水路の上流と下流の間に大きな水深差があること、乾季の灌漑栽培が拡大するにつれ

て品種・作期・雑草管理法も変化すること、乾季作の低収が施肥量と利用効率の低さ、新

規二期作への未習熟に起因することを明らかにしている。 

 第４章は、トンレサップ湖の広大で平らに近い氾濫原での事例研究である。浅い天水田

側から深い浮稲側までの 10km におよぶトランセクトを設定し、水環境、品種、栽培、収

量を３年間モニタリングし、湖水氾濫の年次間差が著しいこと、天水田品種と深水稲品種

の双方の選択が可能な境界的な圃場群では洪水被害のリスクと多収化の可能性が混在して

いることを明らかにし、農家のエンパワーメントが重要であるとしている。 

 第５章は、在来品種を無施肥に近い状態で栽培している天水田地域での３年間の事例研

究である。モニタリングやインタビュー調査により、地形連鎖的に高位と低位の水田の水

環境の違いを明らかにし、参加型比較試験やコスト・ベネフィット分析も活用して、改良

品種と無機質肥料の農家による受容について解析・解釈し、天水田地域での改良品種の種

子生産の重要性を提案している。 
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第６章では、質問票とグループディスカッションによる迅速農村調査法（RRA）により、

３章、４章、５章の地域にある村をサンプルとして、水田稲作の持つ米生産以外の有用性

（=多面的機能）を明らかにし、水田生態系の多様な生物資源の利用や、農家のイネの品種

の多様性、農家による水田景観評価について、知見を得ている。 

第７章では、カンボジアの国レベルでの稲作の課題や政策を踏まえ、３章から５章まで

の稲作改良のための事例研究の知見と、６章の米の生産以外に及ぼす稲作や水田生態系の

機能を、総合的に考察し、第１章で立てた仮説を検証すると共に、３つの稲作生態系での

持続可能な生産の指針をまとめている。 

 

２．論文の審査の結果 

 本論文は、以下の５点で評価できる。 

(1) カンボジアの３つの多様な水田生態系を総括的に研究対象とし、量的に多い課題を精力

的に行ったこと。 

(2) 大きな水環境の違いと、各生態系の中の小さな水環境の違いを対比させて、農家や村で

生産する者の視点での、技術改良のニーズを明らかにしたこと。 

(3) 農家現場での実態解明という事例研究が論文の中心的なデータではあるが、国の政策や

統計、地図に照らし合わせながら、解釈を試みていること。 

(4) 「緑の革命が成功しなかった地域＝天水田」とするステレオタイプ的な説明に対して、

無機質肥料と改良天水田品種という非常に基本的な技術要素に注目して、天水田農家の

収量や収益の改善という観点から、それらの技術要素の有用性、農家による受容の可能

性・限界を丁寧に調査・報告していること。 

(5) RRA を効果的に用いて、稲作や水田生態系が持つ外部経済性を、カンボジアという途上

国の場において、半定量的に明らかにしていること。 

 一方、本論文では、低収の要因について生理・形態的な角度からの掘り下げや、それを

踏まえての斬新な技術革新の提案、ということはなされていない。それらは本研究の手法

と目的の範囲外ではあるが、農業分野の革新的技術研究の成果情報を追跡しながら、農家

現場を考えてゆくことは、重要な課題であろう。また、第６章の知見をもっと活用すれば、

生産力の劣る稲作生態系での大胆な農村開発の提案も可能であったかもしれない。それら

はともかく、上記５点において十分な成果を上げたと判断できる。 

 以上より、審査委員一同は、本論文に対し博士(農学)の学位を授与できると認める。 

   


